
- 1 -

〔
徳
島
県
立
文
学
書
道
館
紀
要
「
水
脈
」
第
九
号
（
二
〇
一
〇
年
）
掲
載
〕

小
林
多
喜
二
の
死
と
貴
司
山
治

貴
司
を
出
所
と
す
る
「
党
生
活
者
校
正
刷
」（
小
樽
文
学
館
所
蔵
）

を
め
ぐ
っ
て

伊

藤

純

小
樽
文
学
館
に
小
林
多
喜
二
の
遺
作
「
党
生
活
者
」
の
、
一
冊
に
綴
じ
ら
れ
た
校
正
刷
が
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。
封
筒
に
収
め
ら
れ
、
そ
の
封
筒
の
表
面
に
は
中
野
重
治
の
筆
跡
で

『
党
生
活
者
』

最
初
の
小
林
全
集
の
た
め
の
校
正
刷

（
貴
司
か
ら
一
通
渡
さ
れ

戦
時
を
通
し
て
保
管
し
た
も
の
）

中
野

と
記
さ
れ
て
い
る
。

内
容
は
、
中
野
と
は
異
な
る
筆
跡
の
赤
字
で
修
正
な
ど
が
書
き
込
ま
れ
た
小
林
多
喜
二
の
遺
作
「
党
生

活
者
」
の
校
正
刷
で
あ
り
、
き
れ
い
に
束
ね
ら
れ
、
こ
よ
り
綴
じ
さ
れ
て
い
る
。
版
面
は
、
現
在
広
く
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
と
さ
れ
る
「
定
本
小
林
多
喜
二
全
集
第
八
巻
（
新
日
本
出
版
社
一
九
六
八
年
五
月
刊
）
」
所

載
の
「
党
生
活
者
」
と
は
細
か
な
点
で
差
異
が
あ
り
、
別
系
統
の
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
く
版
で
あ
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。

（
写
真
１

「
党
生
活
者
校
正
刷
」
の
収
め
ら
れ
た
封
筒
の
表
面
）

い
っ
た
い
こ
の
校
正
刷
は
な
ん
の
た
め
の
も
の

だ
っ
た
の
か
、
こ
れ
が
中
野
重
治
の
手
も
と
に
「
貴

司
か
ら
一
通
渡
さ
れ
戦
時
を
通
じ
て
保
管
」
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
…
…

（
写
真
２

『党
生
活
者
』校
正
刷
、
赤
字
で

修
正
や

ル
ビ
指
定
が
記
入
さ
れ
て
い
る
）
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こ
れ
ら
を
追
求
し
て
い
く
と
、
小
林
多
喜
二
の
死
を
一
つ
の
象
徴
的
な
出
来
事
と
す
る
、
フ
ァ
シ
ズ
ム

と
戦
争
へ
明
瞭
に
転
回
し
て
い
く
時
代
に
対
す
る
関
係
者
の
怒
り
と
焦
燥
、
そ
し
て
十
数
年
後
、
敗
戦
に

よ
っ
て
突
然
訪
れ
た
自
由
と
解
放
…
…
こ
の
波
乱
の
一
時
代
に
生
き
た
人
々
の
想
い
が
、
こ
の
校
正
刷
に

よ
っ
て
物
語
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
下
、
そ
う
い
う
視
点
か
ら
こ
の
校
正
刷
の
顛
末
を
検
証
す
る
。

●
「
多
喜
二
虐
殺
」
の
波
紋

一
九
三
三
年
二
月
二
十
日
小
林
多
喜
二
が
築
地
警
察
署
で
拷
問
虐
殺
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
今
で
は

広
く
知
ら
れ
た
歴
史
の
一
齣
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
時
代
的
に
こ
れ
を
考
え
て
み
る
と
、
関
係
者

に
と
っ
て
の
衝
撃
は
、
想
像
を
超
え
る
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

小
林
の
死
は
、
単
な
る
一
人
の
青
年
左
翼
活
動
家
の
拷
問
死
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
文
学
は
今
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
だ
が
、
当
時
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
は
文
壇
の
一
角
を
占
め
る
大
き
な
勢
力
で
あ
り
、
文
学
雑
誌
も
ほ
と
ん
ど
毎
号
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
文
学
と
分
類
さ
れ
る
よ
う
な
作
品
を
掲
載
し
て
い
た
。
小
林
は
そ
こ
に
彗
星
の
如
く
登
場
し
て

初
版
数
万
部
を
売
る
新
進
気
鋭
の
人
気
小
説
家
だ
っ
た
。

小
林
の
「
蟹
工
船
」
は
、
今
に
な
っ
て
一
種
の
ブ
ー
ム
を
よ
ぶ
作
品
と
化
し
て
い
る
が
、
初
版
の
時
点

で
既
に
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
〝
人
気
作
家
〟
が
警
察
署
の
奥
で
殺
害
さ
れ
、

そ
の
真
相
は
ニ
ュ
ー
ス
に
載
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
語
る
べ
く
も
な
い
陰
惨
な
事
実
が
隠
さ
れ
て
い
る

に
違
い
な
い
と
は
、
誰
し
も
想
像
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

ま
し
て
、
実
際
に
そ
の
遺
骸
に
接
し
、
悲
惨
な
実
状
を
直
視
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
関
係
者
の
衝
撃
、

し
か
も
そ
れ
を
一
言
も
世
間
に
語
っ
た
り
非
難
し
た
り
で
き
な
い
、
そ
の
怒
り
と
焦
燥
は
想
像
に
あ
ま
り

あ
る
。

遺
骸
の
状
況
は
、
警
視
庁
の
圧
力
に
よ
っ
て
東
大
、
慶
応
大
、
慈
恵
医
大
に
解
剖
を
拒
否
さ
れ
た
が
、

江
口
渙
（
１
）

が
、
小
林
と
同
時
に
捕
ま
っ
た
今
村
恒
夫
の
話
や
、
引
き
取
っ
た
遺
体
を
安
田
徳
太
郎
医
師

と
と
も
に
直
接
調
べ
た
所
見
に
も
と
づ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。

…
…
警
視
庁
築
地
警
察
署
に
お
い
て
、
寒
中
、
丸
裸
に
し
て
細
引
き
で
後
ろ
手
に
吊
し
上
げ
、

ス
テ
ッ
キ
や
木
刀
で
の
乱
打
を
皮
切
り
に
、
気
絶
す
る
と
水
を
か
け
て
息
を
吹
き
返
さ
せ
、
様

々
な
拷
問
を
二
時
間
以
上
繰
り
返
し
、
一
九
三
三
年
二
月
二
〇
日
午
後
四
時
頃
、
死
に
至
ら
し

め
た
。

屍
体
の
状
況
は
、
顔
面
に
五
、
六
箇
所
の
打
撲
と
内
出
血
、
首
を
一
周
す
る
内
出
血
を
伴
う
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細
引
き
の
跡
、
両
手
首
に
も
内
出
血
を
と
も
な
う
索
状
痕
、
下
腹
部
、
太
股
は
一
面
に
暗
紫
色

の
鬱
血
状
態
で
、
腹
、
太
股
、
陰
茎
、
睾
丸
ま
で
が
は
ち
き
れ
そ
う
に
膨
満
し
、
異
常
な
大
量

の
内
出
血
が
下
半
身
全
部
に
充
満
し
、
内
臓
や
腹
部
の
血
管
が
激
し
く
損
傷
し
て
い
る
こ
と
を

思
わ
せ
た
。

さ
ら
に
、
太
股
に
は
錐
か
釘
を
打
ち
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る
皮
膚
が
や
ぶ
れ
肉
が
露
出
し
た
穴

が
十
数
箇
所
も
認
め
ら
れ
た
。
脛
に
は
角
材
な
ど
の
強
圧
で
で
き
た
と
思
わ
れ
る
削
り
取
ら
れ

た
よ
う
な
傷
跡
が
い
く
つ
も
あ
る
。

さ
ら
に
多
く
の
人
々
に
惨
劇
の
極
地
を
感
じ
さ
せ
た
の
は
、
右
人
さ
し
指
の
骨
折
で
あ
る
。

こ
れ
は
指
を
逆
方
向
に
強
引
に
折
り
曲
げ
て
へ
し
折
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

〔
江
口
渙
「
わ
れ
ら
の
陣
頭
に
倒
れ
た
小
林
多
喜
二
」
定
本
小
林
多
喜
二
全
集
第
十
五
巻
、
新
日
本
出
版

社1969

刊
、152-154

頁.----

か
ら
要
約
〕

（
１
）
江
口
渙

1
8
8
7
-
1
9
9
5

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
、
一
九
三
〇
年
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
中
央
委
員
、

小
林
多
喜
二
の
死
に
際
し
て
は
葬
儀
委
員
長
、
戦
後
は
部
分
核
停
問
題
な
ど
で
新
日
本
文
学
会
か
ら
除
名
さ

れ
、
中
野
重
治
ら
と
袂
を
分
か
つ
形
で
日
本
民
主
主
義
文
学
同
盟
議
長
と
な
る
。
代
表
的
作
品
は
「
我
が
文

学
半
生
記
」
「
花
嫁
と
馬
一
匹
」
な
ど
。
ま
た
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
小
林
多
喜
二
の
死
の
真
相
を
追
求
記
録

し
た
。

●
惨
劇
の
直
後
に
書
か
れ
た
貴
司
の
小
説
「
子
」

貴
司
は
、
こ
の
惨
劇
の
直
後
に
、
暗
喩
に
満
ち
た
小
説
「
子
」（
２
）

を
書
き
、
そ
れ
は
同
じ
年
の
八
月

に
雑
誌
『
改
造
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
小
説
は
、
貴
司
が
地
下
潜
行
中
の
小
林
か
ら
連
絡
を
受
け
、
渋

谷
で
密
か
に
会
う
情
景
が
重
要
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
初
出
『
「
改
造
』
一
九
三
三
年
八
月
号
。
伏
せ
字
を
起
こ
し
た
復
刻
版
は
「
貴
司
山
治
小
説
集
・
丹
波
ア
リ

ラ
ン
」
（
二
〇
〇
六
年
十
一
月
、
伊
藤
純
刊
）
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

「
貴
司
山
治n

et

資
料
館
」
（http://w

w
w

.kisiyam
aji.com

/

）
に
掲
載
。

こ
の
密
会
で
小
林
は
、
非
合
法
地
下
生
活
と
い
う
困
難
な
状
態
の
中
で
、
社
会
主
義
者
と
し
て
の
大
義

に
殉
じ
る
困
難
な
地
下
活
動
を
し
な
が
ら
小
説
も
書
く
と
い
う
超
人
的
な
苦
闘
と
、
母
親
へ
の
愛
と
い
う

私
的
生
活
を
両
立
さ
せ
る
、
前
人
未
踏
の
戦
い
に
正
面
か
ら
挑
ん
で
い
る
こ
と
を
話
す
。
そ
し
て
そ
の
挑

戦
に
半
ば
成
功
を
納
め
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
を
縷
々
と
し
て
語
る
、
ナ
イ
ー
ブ
で
人
な
つ
こ
い
青
年
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
小
林
と
の
密
会
は
虚
構
で
は
な
く
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
が
一
九
三
四
年
三
月

二
六
日
の
貴
司
の
日
記
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。（
３
）

（
３
）
貴
司
山
治
日
記
一
九
三
四
・
三
・
二
六
の
項
に
─
─

「
小
林
は
出
獄
早
々
の
（＊
一
九
三
三
年
一
月
頃
・
伊
藤
注
、
以
下
同

）
私
を
よ
び
だ
し
て
の
話
に
、
作
家
同

盟
の
フ
ラ
ク
（
＊
党
メ
ン
バ
ー
）
た
る
鹿
地
（
＊
鹿
地
亘
）
と
対
立
し
、
自
己
の
方
針
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
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な
く
な
っ
て
、
私
を
中
央
部
に
入
れ
、
鹿
地
に
当
た
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
Ｆ
（
＊
フ
ラ
ク
）
で
な
い
人
間

を
Ｆ
で
あ
る
人
間
に
あ
た
ら
せ
る
た
め
に
使
う
と
い
う
の
は
組
織
的
に
大
き
な
間
違
ひ
で
、
そ
ん
な

こ
と
よ
り
も
ま
づ
鹿
地
の
組
織
的
処
置
が
先
決
問
題
だ
と
い
っ
て
私
は
は
ね
つ
け
た
。
そ
れ
か
ら
十

日
程
し
て
小
林
は
殺
さ
れ
…
…
」

と
あ
る
。
（
「
貴
司
山
治
日
記
（
一
）
」
国
文
学
（
関
西
大
学
国
文
学
会
）20

0
0

年

号
、13

3

頁
）

81

な
お
「
貴
司
山
治
全
日
記
」
は
二
〇
一
一
年
一
月
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
で
不
二
出
版(

株)

か
ら
刊
行
さ
れ
て

い
る
。

そ
し
て
、
小
説
の
最
後
の
暗
く
長
い
シ
ー
ン
は
、
虐
殺
さ
れ
た
小
林
の
自
宅
で
の
通
夜
の
場
面
で
あ
る
。

そ
こ
で
貴
司
は
小
林
の
遺
体
と
対
面
す
る
。
そ
の
遺
体
は
─
─

「
三
尾
は
少
し
蒲
団
を
め
く
つ
て
か
れ
の
胸
の
所
を
は
だ
け
て
み
た
。
…
…
つ
い
こ
の
間
の
血

色
は
そ
こ
に
は
失
は
れ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
何
の
真
似
か
、
バ
ン
ソ
ー
コ
ー
の
小
さ
な
き
れ
っ
ぱ

し
が
左
の
乳
の
下
に
は
り
つ
け
て
あ
っ
た
。
」
（
下
線
は
初
出
改
造
誌
上
で
伏
せ
字
と
さ
れ
た

部
分
）

と
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
遺
体
は
「
バ
ン
ソ
ー
コ
ー
」
一
片
と
い
う
よ
う
な

生
や
さ
し
い
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
遺
体
は
激
し
い
内
出
血
で
赤
黒
い
袋
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
お
り
、

既
に
屍
臭
を
発
し
つ
つ
あ
っ
た
の
だ
。

し
か
し
そ
れ
を
「
バ
ン
ソ
ー
コ
ー
の
小
さ
な
き
れ
っ
ぱ
し
」
と
し
か
書
く
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ
も
伏

せ
字
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
正
に
そ
の
よ
う
な
時
代
の
最
中
に
人
々
は
い
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
認

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
小
説
は
、
一
つ
に
は
、
暗
く
緊
迫
し
た
小
林
の
通
夜
を
描
く
こ
と
で
、
惨
劇
に
直
接
言
及
で
き
ぬ

言
論
圧
政
下
で
、
ぎ
り
ぎ
り
の
暗
喩
を
込
め
て
そ
の
非
業
の
死
を
書
き
留
め
る
と
い
う
意
図
と
、
も
う
一

つ
、
渋
谷
の
小
料
理
屋
で
密
会
し
た
小
林
に
語
ら
せ
る
と
い
う
形
で
そ
の
遺
作
「
党
生
活
者
」
の
主
題
を

補
完
説
明
す
る
と
い
う
意
図
も
込
め
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
党
生
活
者
」
は
、
一
九
三
二
年
八
月
、
中
央
公
論
社
に
入
稿
さ
れ
た
が
掲
載
が
留
保
さ
れ
て
い
た
。

そ
う
し
て
い
る
内
に
小
林
は
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
お
そ
ら
く
そ
れ
が
関
係
者
へ
の
衝
撃
と
な
っ
て
、
発
表

へ
の
努
力
が
始
ま
り
、『
中
央
公
論
』
一
九
三
三
年
四
月
号
と
五
月
号
に
掲
載
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、

題
名
も
仮
題
（
転
換
時
代
）
と
さ
れ
大
量
の
伏
せ
字
を
伴
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
は
貴
司
と
立
野
信
之
（
４
）

中
央
公
論
編
集
部
（
担
当
者
は
中
村
恵
）
が
相
談
し
た
結
果
で
─
─
─
─

題
名
の
改
題
は
、
作
者
の
没
後
、
編
集
者
と
作
家
同
盟
（
５
）

の
貴
司
山
治
、
立
野
信
之
と
の
協

議
に
よ
る
も
の
で
、
四
月
号
編
集
後
記
に
「
作
者
の
原
題
は
時
節
柄
許
さ
れ
ざ
る
も
の
、
題
名

変
更
に
就
い
て
作
者
の
許
諾
を
得
な
が
ら
決
定
せ
ざ
る
中
に
彼
の
死
と
な
っ
た
。『
転
換
時
代
』

は
仮
題
な
る
こ
と
を
読
者
は
諒
せ
ら
れ
た
い
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。（
６
）
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と
い
う
も
の
で
、
題
名
は
変
え
ら
れ
、
本
文
も
意
味
が
読
み
取
れ
ぬ
ほ
ど
伏
せ
字
だ
ら
け
だ
っ
た
。

（
４
）
立
野
信
之

1
9
0
3
-
1
9
7
1

戦
後
「
叛
乱
」
で
直
木
賞
受
賞
。
戦
前
小
林
と
の
共
著
も
あ
る
親
友
だ
っ
た

が
、
一
九
三
一
年
に
転
向
し
て
い
る
。

（
５
）
作
家
同
盟

日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟

一
九
二
八
年
三
月
に
結
成
さ
れ
た
全
日
本
無
産
者
芸
術

聯
盟
（
ナ
ッ
プ
）
の
主
要
な
下
部
組
織
。
一
九
二
九
年
二
月
正
式
に
独
立
し
て
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
厳
し
い
弾
圧
と
政
治
主
義
的
指
導
の
弊
に
よ
っ
て
作
家
が
離
散
、
一
九
三
四
年
二
月
に
解

散
し
た
。

（
６
）
定
本
小
林
多
喜
二
全
集
・
第
八
巻
解
題
、
新
日
本
出
版
社19

6
9

刊
、22

1

頁

こ
の
伏
せ
字
の
多
い
「
党
生
活
者(
転
換
時
代
）
」
の
、
中
央
公
論
掲
載
の
数
ヶ
月
後
に
か
か
れ
た
貴

司
の
小
説
「
子
」
は
、
伏
せ
字
で
埋
没
し
そ
う
な
「
党
生
活
者
」
の
主
題
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ

う
、
と
い
う
意
図
も
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

●
「
党
生
活
者
」
原
文
の
保
存
秘
匿
と
刊
行
の
努
力

さ
ら
に
こ
の
時
点
で
、
官
憲
の
圧
迫
に
抗
し
て
伏
せ
字
の
な
い
原
文
を
保
存
秘
匿
し
よ
う
と
い
う
努
力

が
な
さ
れ
た
。
ま
ず
、
中
央
公
論
掲
載
の
た
め
の
、
伏
せ
字
設
定
前
の
組
版
か
ら
、
数
部
の
校
正
刷
が
ひ

そ
か
に
作
成
さ
れ
、
関
係
者
の
手
も
と
に
分
散
し
て
保
管
さ
れ
た
。
一
般
に
そ
の
部
数
は
四
部
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
が
明
確
で
は
な
い
。
た
だ
、
少
な
く
と
も
そ
の
一
部
が
徳
永
直
の
下
に
届
け
ら
れ
、
そ
れ
が
そ

の
後
の
全
集
な
ど
の
底
本
と
な
っ
て
い
く
。（
７
）

（
７
）
定
本
小
林
多
喜
二
全
集
・
第
八
巻
解
題
、
新
日
本
出
版
社1

9
6
9

刊
、22

2

頁

こ
の
校
正
刷
分
散
保
管
は
中
野
重
治
に
よ
る
と
─
─

「
…
…
貴
司
の
才
覚
で
伏
字
な
し
校
了
ゲ
ラ
何
通
か
に
し
て
戦
後
ま
で
分
散
保
存
さ
れ
た
…
…
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。（
８
）

但
し
一
九
三
三
年
に
は
中
野
重
治
は
未
決
拘
置
中
で
そ
の
場
に
い
あ
わ
せ
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
か
ら
、
伝
聞
で
あ
ろ
う
。

（
８
）
中
野
重
治
全
集
第
二
四
巻

筑
摩
書
房1

9
9
8

刊
、38

1

頁

更
に
一
九
三
三
年
四
月
に
は
、
作
家
同
盟
が
小
林
多
喜
二
全
集
発
行
を
計
画
し
、
「
蟹
工
船
」
と
「
不

在
地
主
」
を
収
載
す
る
第
二
巻
だ
け
が
刊
行
さ
れ
た
。
た
だ
そ
の
時
、
刊
行
に
い
た
ら
な
か
っ
た
「
党
生

活
者
」
も
組
版
が
行
わ
れ
、
そ
の
紙
型
も
、
前
述
の
『
中
央
公
論
』
本
誌
の
た
め
の
伏
せ
字
前
校
正
刷
り

と
と
も
に
、
い
ず
れ
か
に
秘
匿
さ
れ
た
。

つ
ま
り
こ
こ
で
、
「
党
生
活
者
」
に
関
し
て
は
、
『
中
央
公
論
』
本
誌
用
の
校
正
刷
り
と
、
作
家
同
盟
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版
全
集
用
の
紙
型
、
と
い
う
二
種
類
の
版
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
紙
型
秘
匿
に
関
し
て
も
、
貴
司
が
関
係
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
時
作
ら
れ
た
紙
型
が
、
ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
形
で
秘
匿
さ
れ
て
い
た
の
か
は
未
だ
に
明
確
で
は
な
い

が
、
戦
後
忽
然
と
そ
れ
が
現
れ
て
出
版
に
付
さ
れ
る
経
緯
と
絡
ん
で
、
貴
司
の
関
与
を
想
定
せ
ざ
る
を
え

な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
多
喜
二
の
遺
作
で
あ
る
「
党
生
活
者
」
は
、
校
正
刷
の
分
散
秘
匿
と
、
紙
型
の
秘

匿
保
存
と
い
う
形
で
そ
の
伏
せ
字
の
な
い
原
文
が
守
ら
れ
た
。

た
だ
、
一
九
三
三
年
に
計
画
さ
れ
た
作
家
同
盟
版
三
巻
全
集
が
、
第
二
巻
を
出
し
た
だ
け
で
頓
挫
し
た

事
情
に
つ
い
て
は
、
「
公
式
見
解
」
と
し
て
は
厳
し
い
「
弾
圧
の
た
め
」（
９
）

と
さ
れ
る
の
が
一
般
的
の
よ

う
で
、
大
状
況
と
し
て
は
そ
の
通
り
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
運
動
史
的
に
は
異
な
る
問
題
点
が
あ
っ
た
こ
と

に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

（
９
）
例
え
ば
「
定
本
小
林
多
喜
二
全
集
第
四
巻
・
解
題
」
（
新
日
本
出
版
社1

9
6
9

刊
、22

1

頁
）
で
は
「
弾
圧
の
た

め
続
刊
で
き
な
か
っ
た
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
小
林
多
喜
二
の
今
日
に
お
け
る
意
義

宮
本
百
合
子
」
（
小
林
多
喜
二
全
集
月
報
第
二
号
、
新
日

本
文
学
会1

9
4
9

刊
）
で
は
、
作
家
同
盟
版
の
頓
挫
は
、
弾
圧
に
お
び
え
て
上
部
団
体
を
非
難
ば
か
り
し
て
い
る

下
部
組
織
の
怠
慢
と
決
め
つ
け
て
い
る
。

こ
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
文
言
の
一
つ
は
、
戦
後
貴
司
が
書
い
た
小
説
「
一
九
三
三
年
」
に
書
き
留
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
小
説
の
中
に
─
─

「
多
喜
二
全
集
発
行
事
業
は
大
衆
団
体
に
任
す
べ
き
で
は
な
く
、
共
産
党
中
央
が
直
接
行
う
べ

き
だ
」
と
い
う
介
入
に
よ
っ
て
作
家
同
盟
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
実
際
に
は
党
中
央
に
編

集
発
刊
の
能
力
は
な
く
頓
挫
し
た
。
そ
の
後
、
党
中
央
委
員
と
な
っ
て
地
下
潜
行
中
の
宮
本
顕

治
と
貴
司
が
密
会
し
、
発
行
事
業
を
再
び
合
法
世
界
に
戻
す
こ
と
に
な
り
、
貴
司
が
引
き
受
け

た
」

と
い
う
意
味
の
記
述
が
あ
る
。（

）
10

（

）
戦
後
に
書
か
れ
た
貴
司
の
小
説
「
一
九
三
三
年
」
の
関
連
部
分
─
─
共
産
党
中
央
委
員
と
な
っ
て
地
下
潜

10行
中
の
宮
本
顕
治
と
密
会
し
て
の
会
話
の
一
部
。

「
も
う
一
つ
、
君
に
成
田
（
＊
小
林
多
喜
二
）
の
作
品
全
集
刊
行
の
仕
事
を
引
き
う
け
て
も
ら
い
た
い

ん
だ
」

「
フ
ー
ム
…
…
」

伊
達
（
＊
貴
司
）
は
唇
を
か
た
く
閉
じ
て
苦
渋
の
顔
を
し
た
。

成
田
の
死
後
、
作
家
同
盟
で
は
成
田
健
全
集
出
版
の
計
画
を
立
て
、
そ
の
第
一
巻
を
す
で
に
出

し
た
。

す
る
と
、
も
ぐ
っ
て
い
る
池
上
が
文
化
連
盟
（
＊
作
家
同
盟
の
上
部
団
体
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
聯
盟
）
の

書
記
長
を
か
ね
て
い
て
「
成
田
の
全
集
は
文
連
で
出
す
べ
き
だ
」
と
猛
反
対
を
し
て
、
第
二
巻
以
後
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の
刊
行
が
と
ま
っ
て
い
た
。
き
け
ば
そ
の
後
そ
れ
は
党
中
央
委
員
会
が
刊
行
す
る
の
が
正
し
い
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
文
化
連
盟
で
も
手
を
つ
け
な
い
で
い
る
…
…
と
い
う
話
を
伊
達
は
き
い
て
い
た
。
ま

さ
か
と
思
っ
た
。

「
そ
れ
は
党
中
央
部
で
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
か
ナ
」

高
宮
（
＊
宮
本
顕
治
）
は
う
な
づ
い
て

「
し
か
し
力
が
足
り
な
く
て
、
今
す
ぐ
出
せ
そ
う
に
も
な
い
。
結
局
ぼ
く
に
一
任
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
で
、
ぼ
く
の
責
任
に
お
い
て
君
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
ん
だ
」

伊
達
は
高
宮
の
話
が
も
ど
か
し
く
な
っ
た
。

「
非
合
法
出
版
が
可
能
な
状
態
か
ど
う
か
、
考
え
て
み
な
く
ち
ゃ
…
…
作
家
同
盟
に
や
ら
せ
て
お

け
ば
も
う
第
三
巻
ぐ
ら
い
は
出
せ
て
い
た
と
思
う
。
そ
れ
を
し
い
て
党
中
央
委
員
会
刊
行
と
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
合
法
的
に
読
め
る
成
田
の
作
品
集
を
全
部
非
合
法
化
し
て
し
も
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
必
要
が
あ
る
の
か
ね
エ
。
も
し
成
田
の
作
品
を
よ
り
広
い
大
衆
に
読
ま
せ
る
よ
う
に
す
る
の
が

目
的
な
ら
、
文
連
は
勿
論
、
作
家
同
盟
で
出
す
の
す
ら
や
め
て
、
普
通
の
商
業
出
版
社
か
、
超
党

派
的
な
大
衆
の
手
に
よ
る
成
田
全
集
刊
行
会
か
を
も
う
け
て
そ
こ
で
や
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
の
が

本
当
だ
と
思
う
が
ネ
、
ぼ
く
の
考
え
は
『
右
翼
』
的
か
し
ら
ん
」

「
何
し
ろ
ぼ
く
が
一
任
さ
れ
て
い
る
の
で
、
君
の
意
見
を
土
台
に
二
人
で
考
え
て
み
よ
う
」

こ
の
小
説
は
前
記
の
小
説
集
「
丹
波
ア
リ
ラ
ン
」
に
収
載
。
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
貴
司
山
治n

et

資
料
館

(h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
i
s
i
y
a
m
a
j
i
.
c
o
m
)

に
掲
載
。

こ
の
談
合
の
結
果
と
思
わ
れ
る
が
、
一
九
三
五
年
に
な
っ
て
ナ
ウ
カ
社
か
ら
三
巻
本
の
、
小
説
だ
け
に
限

っ
た
小
林
多
喜
二
全
集
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
全
集
で
は
「
党
生
活
者
」
は
中
央
公
論
の
校
正
刷
を
底
本

に
し
、
雑
誌
掲
載
分
よ
り
は
伏
せ
字
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
官
憲
の
抑
圧
の
厳
し
い
時
代
の
中
で
、
と
も
か
く
小
林
の
作
品
集
を
刊
行
し
よ
う
と

い
う
虐
殺
直
後
に
関
係
者
を
捉
え

た
で
あ
ろ
う
初
一
念
が
実
を
結
ん

だ
と
い
え
る
。

こ
の
刊
行
に
、
貴
司
が
深
く
関

係
し
て
い
た
こ
と
は
、
小
説
だ
け

で
な
く
日
記
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。

こ
の
ナ
ウ
カ
社
か
ら
の
刊
行
は
、

実
質
的
に
貴
司
と
中
野
重
治
が
プ

ロ
モ
ー
ト
し
、
佐
野
順
一
郎
（
高

知
出
身
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
、

貴
司
家
に
長
く
居
候
し
て
い
た
）

が
実
務
を
担
当
し
た
こ
と
を
う
か

（
写
真
３

一
九
三
五
年
一
月
十
五
日
、
全
集
発
刊
決
定
を
記
録
し
た
貴
司
日
記
）
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が
わ
せ
る
文
言
が
貴
司
の
日
記
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。（
）
11

（

）
貴
司
山
治
日
記
一
九
三
五
年
一
月
十
五
日
の
記
事
。

11

「
小
林
多
喜
二
全
集
を
ナ
ウ
カ
社
か
ら
出
す
こ
と
に
旧
臘
に
話
が
き
ま
り
そ
の
編
輯
に
つ
い
て
こ
の

間
、
中
野
重
治
を
同
道
、
同
社
へ
行
っ
て
社
主
の
大
竹
氏
と
相
談
し
、
小
説
の
み
を
三
巻
に
別
け
て

出
す
こ
と
、
一
冊
六
百
五
十
頁
位
と
し
、
四
六
版
一
円
五
十
銭
、
初
版
千
部
、
印
税
一
割
、
刊
行

会
へ
申
し
込
ん
で
き
て
い
る
分
を
二
百
人
と
み
、
そ
の
人
た
ち
に
は
一
人
に
つ
き
第
一
冊
と
第
二
冊

を
一
円
二
十
銭
に
割
引
く
等
の
條
件
を
き
め
て
き
た
の
で
、
そ
の
編
輯
を
す
る
た
め
、
佐
野
順
一

郎
を
よ
ん
で
お
い
た
ら
、
今
朝
や
っ
て
き
た
の
で
仕
事
の
要
領
を
た
の
ん
で
お
い
て
東
京
へ
出
る
。
」

（
「
貴
司
山
治
日
記
（
四
）
」
国
文
学
（
関
西
大
学
国
文
学
会
）

2
0
0
3

年

号
、

頁
）

86

24

＊
な
お
二
〇
一
一
年
一
月
刊
の
「
貴
司
山
治
全
日
記
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
」
に
も
原
文
収
載
。

●
戦
後
・
民
衆
書
房
版
「
党
生
活
者
」
の
登
場

戦
後
、
「
党
生
活
者
」
が
、
持
っ
て
い
る
だ
け
で
検
挙
さ
れ
る
と
い
う
時
代
が
終
わ
り
、
最
初
に
刊
行

さ
れ
た
の
は
一
九
四
六
年
五
月
の
新
興
出
版
社
版
で
「
一
九
二
八
年
三
月
十
五
日
」
と
「
党
生
活
者
」
の

二
作
を
納
め
た
単
行
本
だ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
戦
前
の
ナ
ウ
カ
社
版
と
同
じ
中
央
公
論
本
誌
の
校
正

刷
を
底
本
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
新
日
本
名
作
叢
書
と
銘
打
ち
、
編
集
者
と
し
て
徳
永
直
、
中
野
重
治
、

壺
井
繁
治
の
名
が
明
示
さ
れ
て
い
る
し
、
壺
井
繁
治
の
後
書
き
も
あ
る
。
新
興
出
版
社
は
当
時
社
会
主
義

系
統
の
書
籍
を
い
ろ
い
ろ
と
出
版
し
て
お
り
、
「
党
生
活
者
」
な
ど
を
収
載
し
た
こ
の
本
の
刊
行
の
背
景

も
概
ね
想
定
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
そ
の
半
年
ほ
ど
後
、
一
九
四
七
年
一
月
に
、
突
然
、
大
阪
の
民
衆
書
房
と
い
う
小
さ
な
出
版

社
か
ら
「
党
生
活
者
」
だ
け
を
納
め
た
一
冊
が
刊
行
さ
れ
る
。
こ
の
本
は
、
編
者
の
表
記
も
出
版
の
経
緯

を
説
明
す
る
前
書
き
や
後
書
き
も
全
く
な
い
。
奥
付
に
よ
れ
ば
、
発
行
者
が
「
牧
野
弘
之
」
、
印
刷
所
が

京
都
の
「(

株)

前
田
進
行
堂
印
刷
所
」
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
民
衆
書
房
は
大
阪

郊
外
の
貝
塚
市
に
所
在
し
、
そ
の
出
版

物
も
児
童
図
書
が
数
冊
、
国
会
図
書
館

や
大
阪
府
立
国
際
児
童
文
学
館
（
二
〇

〇
九
年
末
で
休
館
）
で
検
出
で
き
る
だ

け
で
、
会
社
は
現
存
し
て
い
な
い
。
ま

た
、
前
田
進
行
堂
印
刷
所
も
既
に
無
い
。

出
版
の
経
緯
を
想
定
さ
せ
る
手
が
か

り
が
何
も
な
い
中
で
、
版
面
を
よ
く
見

と
、
何
故
か
三
十
二
頁
ま
で
の
見
開
き

に
「
小
林
多
喜
二
全
集
」
と
い
う
文
字

（
写
真
４

民
衆
書
房
版
『
党
生
活
者
』
の
表
紙
。
一
九
八
〇

年
ほ
る
ぷ
出
版
に
よ
っ
て
復
刻
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
）
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が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
大
変
不
可
解
で
あ
る
。

「
定
本
小
林
多
喜
二
全
集｣

の
手
塚
英
孝
の
解
題
で
は
、
こ
の
民
衆
書
房
版
は
、
作
家
同
盟
版
の
紙
型
に

よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
の
だ
、
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
作
家
同
盟
版
は
三
巻
本

の
全
集
を
予
定
し
た
も
の
だ
か
ら
、
紙
型
の
中
に
「
小
林
多
喜
二
全
集
」
と
い
う
肩
書
き
が
入
っ
て
い
て

も
お
か
し
く
は
な
い
…
…
そ
う
は
い
っ
て
も
、
本
来
は
紙
型
を
単
行
本
に
転
用
す
る
際
に
そ
れ
は
削
り
と

る
べ
き
も
の
だ
と
思
う
が
、
そ
れ
が
途
中
ま
で
残
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
何
ら
か
の
意
図
が
あ
っ
て
残

し
た
の
か
、
杜
撰
な
編
集
校
閲
で
見
落
と
し
た
の
か
今
と
な
っ
て
は
分
か
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
奥
付
に
あ
る
「
牧
野
弘
之
」
と

「(

株)

前
田
進
行
堂
印
刷
所
」
と
い
う
二
つ
の

固
有
名
詞
か
ら
、
当
時
の
貴
司
と
の
関
連
が
想

定
さ
れ
る
意
外
な
符
合
が
発
見
さ
れ
た
。

当
時
（
一
九
四
六
～
一
九
四
七
年
）
貴
司
は

丹
波
山
中
で
開
拓
農
業
に
従
事
す
る
か
た
わ

ら
、
京
都
に
事
務
所
を
設
け
て
「
東
西
」
と
い

う
文
学
雑
誌
を
発
刊
し
て
い
た
。
そ
の
編
集
長
と
印
刷
所
が
、
民
衆
書
房
版
「
党
生
活
者
」
の
奥
付
に
書

か
れ
て
い
る
固
有
名
詞
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。（
左
頁
・
写
真
６
）

「
牧
野
弘
之
」
は
大
正
末
年
頃
か
ら
の
貴
司
の
知
友
で
あ
り
、
一
九
四
七
年
頃
に
は
雑
誌
「
東
西
」
の

編
集
長
で
あ
る
と
同
時
に
、
大
阪
の
共
産
党
の
文
化
部
門
の
活
動
家
だ
っ
た
よ
う
だ
。（

）
12

（

）
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
書
か
れ
た
と
見
ら
れ
る
自
伝
的
遺
作
「
私
の
文
学
史
」
（
未
刊
）
に
牧
野
弘
之
の
想

12い
出
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
私
は
か
れ
（
牧
野
弘
之
）
の
長
兄
高
橋
誠
之
の
大
阪
時
代
の
友
人
で
、
誠
之
に
は
二
人
の
弟
が
あ
り
、
上

が
勝
之
、
下
が
弘
之
で
、
二
人
と
も
幼
い
時
か
ら
の
顔
な
じ
み
だ
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
兄
弟
は
中
学
時
代

に
は
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
で
、
サ
ッ
コ
ヴ
ァ
ン
ゼ
ッ
チ
死
刑
反
対
の
ビ
ラ
を
つ
く
っ
て
ま
き
、
警
察
に
つ
か
ま
っ
て
退

学
さ
せ
ら
れ
た
の
を
、
長
兄
の
誠
之
が
「
ど
う
し
た
も
ん
だ
ろ
う
？
」
と
私
に
相
談
に
き
て
、
私
が
兄
弟
を

「
指
導
」
す
る
こ
と
に
し
て
身
柄
を
預
っ
た
の
で
あ
る
。
今
、
勝
之
は
党
中
央
部
員
で
「
政
治
経
済
資
料
」
の

編
集
を
し
て
い
る
が
、
弟
の
弘
之
は
労
音
の
全
国
事
務
局
長
で
あ
る
。
」

「
私
の
文
学
史
」
は
未
刊
だ
が
、
貴
司
山
治n

et

資
料
館
に
掲
載
し
て
あ
る
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
i
s
i
y
a
m
a
j
i
.
c
o
m

「
私
の
文
学
史
」
第
五
章
三
節

な
お
、
本
稿
執
筆
後
に
発
表
さ
れ
た
和
田
崇
氏
の
論
文
に
よ
る
と
、
民
衆
書
房
は
牧
野
弘
之
が
作
っ
た
出

版
社
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
定
的
と
さ
れ
て
い
る
。
（
和
田
崇
「
資
料
紹
介
・
文
学
雑
誌
『
東
西
』
解
題
・
総
目
次

・
索
引
」
立
命
館
文
学6

1
8

号

2
0
1
0

年1
0

月2
25

頁
下
段
）

日
記
に
も
、
一
九
四
八
年
十
二
月
十
七
日
の
項
に
「
共
産
党
大
阪
地
方
委
員
会
の
事
務
所
へ
行
き
、
牧

（写真５ 雑誌『東西』創刊号表紙）
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野
弘
之
を
よ
び
出
し
て
小
林
多
喜
二
著
作
物
印
税
の
あ
と
始
末
の
要
談
。
」
と
書
い
て
あ
り
、
年
の
瀬
を

迎
え
て
小
林
家
に
何
ら
か
の
印
税
支
払
い
の
用
件
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

因
み
に
民
衆
書
房
版
「
党
生
活
者
」
の
奥
付
に
は
「
小
林
」
と
朱
肉
の
跡
の
あ
る
印
税
証
紙
が
貼
付
さ

れ
て
い
る
の
で
、
小
林
家
と

の
印
税
の
約
束
が
あ
っ
た
こ

と
が
推
測
で
き
る
。

ま
た
、
民
衆
書
房
版
「
党

生
活
者
」
は
、
ど
こ
に
も
装

丁
者
の
表
示
は
な
い
が
、
そ

の
表
紙
を
よ
く
見
る
と
誠
に

不
思
議
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ

る
。
（
写
真
４
参
照
）

少
な
く
と
も
「
党
生
活
者
」

の
内
容
と
は
全
く
無
関
係
な
、
農
作
業
風
景
の
群
像
の
よ
う
な
も
の
が
線
画
で
細
か
く
描
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
見
て
い
る
と
ふ
と
、
思
い
当
た
る
も
の
が
あ
る
。

貴
司
は
一
九
四
六
年
四
月
十
八
日
か
ら
七
月
五
日
の
間
、
読
売
新
聞
（
連
載
開
始
時
は
読
売
報
知
）
に

「
愛
の
歌
」
と
い
う
連
載
小
説
を
書
い
て
い
た
。
こ
の
連
載
小
説
は
当
時
の
読
売
争
議
に
巻
き
込
ま
れ
て

中
断
し
未
完
と
な
る
が
、
こ
の
挿
絵
を
丸
木
俊
子
が
描
い
た
。
丸
木
は
連
載
に
際
し
て
丹
波
の
開
拓
地
を

訪
れ
、
あ
ま
り
の
貧
し
さ
に
驚
き
な
が
ら
開
拓
地
を
見
聞
し
て
回
っ
た
。
（
私
自
身
が
周
辺
を
案
内
し
た

記
憶
が
あ
る
。
丸
木
氏
は
後
に
こ
の
見
聞
を
小
さ
な
水
彩
画
に
し
て
贈
っ
て
く
れ
た
）
こ
う
い
う
背
景
を

思
う
と
、
時
期
的
な
一
致
も
あ
る
の
で
、
「
党
生
活
者
」
表
紙
の
農
村
作
業
風
景
は
、
丹
波
の
開
墾
地
を

訪
れ
た
丸
木
俊
子
が
書
い
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
想
像
も
可
能
に
な
る
。
そ
う
思
っ
て
み
る
と
、

群
像
の
扱
い
方
な
ど
、
「
原
爆
の
図
」
を
書
い
た
丸
木
俊
子
の
筆
致
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
丸
木
美
術
館
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
約
一
年
前
に
刊
行
さ
れ
た
新
興
出
版
社
版
多
喜
二
小

説
集
（
「
一
九
二
八
年
三
月
十
五
日
」
と
「
党
生
活
者
」
を
収
載
）
に
は
、
雰
囲
気
が
よ
く
似
た
装
飾
カ

ッ
ト
が
描
か
れ
て
お
り
、
丸
木
俊
子
画
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
民
衆
書
房
版
の
装

丁
画
は
丸
木
俊
子
の
描
い
た
も
の
に
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
を
総
合
し
て
考
え
る
と
、
民
衆
書
房
版
の
「
党
生
活
者
」
は
貴
司
が
当
時
大
阪
の
共
産
党

文
化
部
の
働
き
手
で
も
あ
っ
た
牧
野
弘
之
と
語
ら
っ
て
、
ど
こ
か
ら
か
戦
前
に
秘
匿
さ
れ
て
い
た
紙
型
を

持
ち
出
し
、
刊
行
し
た
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

（写真６ 民衆書房版「党生活者」と雑誌『東西』の奥付。

牧野弘之と前田進行堂印刷所が共通である。）
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●
小
樽
文
学
館
所
蔵
校
正
刷
と
民
衆
書
房
版
「
党
生
活
者
」
の
一
致

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
小
樽
文
学
館
所
蔵
の
古
い
校
正
刷
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の

な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
校
正
刷
は
、
「
党
生
活
者
」
の
前
記
の
諸
版
と
照
合
し
て
み
る
と
、
民
衆
書
房
版

の
版
面
と
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
民
衆
書
房
版
は
、
小
樽
の
校
正
刷
に
記
入
さ
れ
た

赤
字
通
り
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
紙
型
作
成
以
降
の
版
に
対
す
る
修
正
は
、
印
刷
博
物
館
（

）

で
確
か
め
た
と
こ
ろ
で
は
、

13

鉛
版
を
切
り
貼
り
す
る
「
象

嵌
」
と
い
わ
れ
る
手
法
で
あ
る
程
度
可
能
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ぞ
う
が
ん

（

）
印
刷
博
物
館

東
京
文
京
区
の
凸
版
印
刷
内
に
あ
る
博
物
館
。

13

以
上
の
よ
う
な
検
討
か
ら
、
中
野
が
封
筒
に
上
書
き
し
た
「
最
初
の
小
林
全
集
の
た
め
の
校
正
刷
」
の

意
味
が
は
っ
き
り
す
る
。
つ
ま
り
「
最
初
」
と
は
、
一
九
三
三
年
に
一
冊
の
み
で
頓
挫
し
た
作
家
同
盟
版

三
巻
全
集
の
こ
と
で
、
そ
の
組
版
か
ら
の
校
正
刷
だ
、
と
だ
め
押
し
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、

一
般
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
「
数
部
作
っ
て
分
散
保
管
し
た
」
と
い
う
中
央
公
論
本
誌
の
た
め
の
組
版
か
ら

の
校
正
刷
と
は
別
に
、
作
家
同
盟
版
の
組
版
な
い
し
鉛
版
か
ら
の
校
正
刷
が
貴
司
か
ら
中
野
に
渡
さ
れ
て

い
た
、
と
い
う
こ
と
を
指
し
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
民
衆
書
房
版
「
党
生
活
者
」
は
、
中
央
公
論
掲
載
用
組
版
か
ら
と
ら
れ
た
校

正
刷
か
ら
手
塚
英
孝
（

）

校
訂
に
よ
っ
て
「
定
本
版
」
と
な
っ
て
い
く
「
党
生
活
者
」
テ
キ
ス
ト
の
流
れ

14

と
は
異
な
る
─
─

原
稿
→
作
家
同
盟
版
組
版
→
紙
型
→

→
貴
司
と
中
野
に
よ
る
校
訂
→
民
衆
書
房
版
「
党
生
活
者
」
単
行
本

と
い
う
別
系
統
の
版
本
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（

）
手
塚
英
孝

1
9
0
6
-
1
9
8
1

戦
前
か
ら
社
会
主
義
者
と
し
て
活
動
。
戦
後
は
小
林
多
喜
二
の
資
料
、
文
献

14研
究
の
第
一
人
者
と
な
り
、
現
在
の
小
林
多
喜
二
作
品
全
般
に
わ
た
る
基
準
的
テ
キ
ス
ト
を
作
り
上
げ
た
。

●
新
日
本
文
学
会
版
全
集
編
纂
事
業
と
貴
司

そ
の
後
、
一
九
四
八
年
～
五
一
年
に
当
時
の
左
翼
系
文
学
者
の
中
心
的
団
体
で
あ
っ
た
新
日
本
文
学
会

で
、
戦
後
最
初
の
小
林
多
喜
二
全
集
が
編
纂
刊
行
さ
れ
る
。
こ
の
編
纂
会
議
は
当
時
日
本
共
産
党
幹
部
会

員
だ
っ
た
蔵
原
惟
人
宅
で
頻
繁
に
開
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
編
集
作
業
の
事
務
局
長
的
な
役
割
を
担
っ
た

の
が
手
塚
英
孝
で
あ
る
。
貴
司
は
、
一
九
四
七
年
十
一
月
二
十
五
日
に
手
塚
の
訪
問
を
受
け
、
こ
の
編
集

委
員
会
へ
の
参
加
を
要
請
さ
れ
、
応
諾
す
る
。
そ
の
時
が
手
塚
と
の
初
対
面
だ
っ
た
。
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そ
の
後
、
時
に
は
大
阪
ま
で
手
塚
と
同
道
し
て
調
査
に
出
か
け
た
り
も
し
て
い
る
。（
）
15

（

）
貴
司
日
記
一
九
四
八
年
十
月
六
日
。
東
京
か
ら
来
た
手
塚
と
大
阪
梅
田
で
落
ち
あ
い
阪
急
甲
東
園
の
関

15西
学
院
大
教
授
川
並
秀
雄
氏
宅
を
訪
問
、
小
林
の
「
オ
ル
グ
」
の
完
全
ノ
ー
ト
の
存
在
を
確
認
し
、
原
稿
用
紙

一
枚
十
円
で
筆
写
を
依
頼
し
て
い
る
。
（
「
貴
司
山
治
全
日
記
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
」
所
載
）

し
か
し
、
一
九
四
九
年
春
頃
か
ら
貴
司
・
手
塚
の
間
は
し
だ
い
に
不
和
に
な
っ
て
い
く
。
日
記
な
ど
に

よ
る
と
、
そ
れ
は
、
ル
ビ
な
ど
を
多
く
振
っ
て
な
る
べ
く
読
み
や
す
く
し
よ
う
と
い
う
貴
司
と
、
原
典
に

で
き
る
だ
け
忠
実
に
編
集
し
よ
う
と
す
る
文
献
性
重
視
の
手
塚
と
の
考
え
方
の
対
立
が
原
因
と
見
ら
れ

る
。（
）
16

（

）
貴
司
日
記
一
九
四
九
年
三
月
八
日
。
東
京
青
山
の
小
林
三
吾
（
多
喜
二
の
弟
）
宅
を
蔵
原
、
手
塚
と
共
に

16訪
れ
、
全
集
印
税
の
一
部
二
万
円
を
三
吾
、
多
喜
二
の
母
セ
キ
に
渡
し
た
後
、
貴
司
の
持
参
し
た
第
三
回
配
本

「
評
論
集
」
の
打
合
せ
を
す
る
。

そ
こ
で
「
わ
け
の
わ
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
や
、
ひ
ど
い
誤
謬
の
と
こ
ろ
を
」
「
そ
の
ま
ま
刊
行
し
よ
う
と
す
る
手
塚
」
と

対
立
す
る
。
日
記
文
中
に
で
は
あ
る
が
貴
司
は
手
塚
に
た
い
し
「
へ
ん
き
ょ
う
」
「
デ
マ
ゴ
ギ
ー
的
傾
向
」
と
人
格

的
罵
倒
の
言
葉
を
重
ね
て
い
る
の
で
、
席
上
で
も
手
塚
に
相
当
の
こ
と
を
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

公
平
に
見
て
、
故
人
で
あ
る
小
林
の
文
章
を
刊
行
す
る
に
当
た
っ
て
は
原
文
を
尊
重
す
る
の
が
当
然
で
、
手

塚
の
態
度
は
編
纂
者
と
し
て
当
た
り
前
と
思
わ
れ
る
。
偏
っ
た
思
い
こ
み
で
人
を
罵
倒
す
る
の
は
貴
司
の
大
き

な
悪
癖
で
あ
り
、
多
く
の
人
と
不
和
に
な
る
最
大
の
要
因
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
そ
の
悪
癖
が
露
呈
さ
れ
て
い
る
感

が
深
い
。
こ
の
対
立
が
、
自
ら
小
林
全
集
編
纂
の
仕
事
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
く
要
因
に
な
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

し
か
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
文
献
性
を
重
視
し
た
テ
キ
ス
ト
を
確
立
し
て
い
こ
う
と
す
る
手
塚
の
立

場
が
、
全
集
編
纂
に
と
っ
て
は
原
則
で
あ
り
、
貴
司
の
「
分
か
り
や
す
く
」
と
い
う
よ
う
な
仕
事
は
別
次

元
の
こ
と
で
あ
る
。
貴
司
の
主
張
は
全
集
編
纂
に
関
し
て
は
無
理
が
あ
る
。
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
、
次
第
に

貴
司
は
小
林
全
集
編
纂
事
業
と
疎
遠
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。（

）

こ
う
し
て
、
小
林
多
喜
二

17

全
集
の
手
塚
英
孝
校
訂
に
よ
る
〝
手
塚
テ
キ
ス
ト
〟
が
確
立
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（

）

戦
前
戦
後
の
「
小
林
多
喜
二
全
集
」
編
纂
事
業
と
貴
司
山
治
の
関
わ
り
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ
のnet

資

17
料
館
に
掲
載
し
て
い
る

小
林
多
喜
二
全
集
の
編
纂
過
程
〔
戦
前
編
〕
─
─
貴
司
山
治
資
料
な
ど
か
ら
の
検
討

小
林
多
喜
二
全
集
の
編
纂
過
程
〔
戦
後
篇
〕
─
─
貴
司
山
治
日
記
に
み
る
そ
の
表
裏

を
ご
参
照
下
さ
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
戦
後
二
年
と
経
っ
て
い
な
い
、
出
版
用
紙
の
配
給
割
り
当
て
を
受
け
る
の
も
困
難
な

物
資
欠
乏
時
代
の
焦
土
の
大
阪
で
、
そ
れ
よ
り
十
数
年
前
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
突
入
し
よ
う
と
す
る
時
代
に

秘
匿
さ
れ
て
い
た
「
党
生
活
者
」
の
紙
型
が
姿
を
現
し
、
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
出
版

に
は
貴
司
、
牧
野
弘
之
、
中
野
重
治
ら
が
関
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
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結
局
、
民
衆
書
房
版
「
党
生
活
者
」
は
、

多
喜
二
虐
殺
の
暗
い
衝
撃
が
、
十
数
年
の
沈

黙
を
強
い
ら
れ
た
後
、
戦
後
の
自
由
の
空
気

の
中
で
関
係
者
を
突
き
動
か
し
忽
然
姿
を
現

し
た
も
の
、
と
も
い
え
る
。
農
作
業
の
イ
ラ

ス
ト
を
纏
っ
た
小
さ
な
冊
子
は
、
そ
の
よ
う

な
時
代
の
空
気
を
一
杯
に
伝
え
て
い
る
よ
う

に
も
感
じ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
「
最
初
の
作
家
同
盟
版
全

集
テ
キ
ス
ト
」
と
も
い
う
べ
き
「
民
衆
書
房

版
党
生
活
者
」
の
テ
キ
ス
ト
は
、
そ
の
後
、

継
承
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
「
定

本
・
小
林
多
喜
二
全
集
」
の
解
題
に
、
定
本

版
と
の
異
同
が
表
と
な
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い

る
の
み
で
あ
る
。

（
二
〇
一
〇
年
三
月
）
（2015/7

小
訂
）（
伊
藤
純

昭
和
文
学
研
究

貴
司
山
治
長
男
）

写真７ 貝塚駅前の民衆書房があったと思われる場所


